




































































































































































































rinciple of Sociology, 第一巻［一八七六］ ） 、 『社会静学』 （
Social Statics, 1850 ） 、モーガンの
『古代社会論』 （
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長禄元年（一四五七）江戸城をきずいたころ、江戸はまだ武蔵野の荒涼の地にすぎな ったが、徳川氏が当地に幕府をひらくにおよび、漸次開拓がすすみ、元禄年間江戸は人口百万の都市に発展した。ちなみに 〝江戸〟は、入江のある所の意である（ 『国語大辞典』小学館） 。
しかし、約二六〇年つづいた徳川 府が瓦解すると、 の武家屋敷から、炊事のけむりが絶え、敷地は雑草がおい茂り、つる草がまといから
まる所となった。大名は家族、家臣らをともない邸宅を引き払うと その本国へ帰った。かれら 中屋敷 下屋敷の樹木は切りたおされ、庭石を取りはずし、菜園（野菜畑）や茶園（茶畑） する例はけっ て少なくなかった
（６）
。また大名屋敷の跡地は、官庁とか兵営になった。徳川家は駿府







































































































































ある。ただ権威（権勢と威力）に反抗していきどおったり、元気のよ ことやえらそうなことをいって、反政府的な気分をあおることによろこびを感じてい 。フランスに多くを負っていた自由民権も、大日 帝国憲法が発布され（明治
22年） 、第一回帝国議会が開催されるころ（明治
23





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しかし、 が危ぐの念をいだいたのは、資本家がスト参加者を弾圧する めに、法律や軍隊の力を借りることであった。ボアソナードは、日本の労働者が直面している〝正当なる不満〟 （
















R ルヴュevue f フランセー ズrançaise d デュu J ジャポンapon の第十号所収、明治
25・
10・５）
「日本ニ於ケル労働問題」 ［訳文］ （ 『法学協会雑誌』第十巻第十一号所収、明治
25・
11・１）























つぎの疑問点は、法政の学舎において いつごろから社会学が講じられたかと う である。東京法学社、和仏法律学校時代（明治十年から








































































攻］ ）が、大正九年（一 二〇）ごろ、予科でフランス語と社会学を教え 。
大場は東大の秀才だったらしいが、助手のとき親分の建部遯吾とけんかし、











































下宿にしても、外国紙幣をもっている外国人がもて 為替 余沢 あずかった。
フランスもお国事情は、おなじであったであろう。風俗は退廃し、物価は騰貴し、みなインフレに苦しんでいた。 本円という金のおかげでイ
ンフレーション極楽を体験できたのは、商社マンや留学生であった。

































































































































































































































ougl †é †: Q



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し、故郷で静養。 十四年（一九二五） 州帝国大学教授となり法文学部に勤務し、社会学を講義する。昭和五年（一九三〇）京都帝国大学教授（九大教授を兼任） 。この先生の業績は、社会学と経済学の二つの領域にわたり、その量たるや常人の業績を圧倒し、著書は百余冊、論文は五百余、欧文の論文は二十八に達した（京大名誉教授・臼井二尚「高田保馬博士の生涯と社会学」 ） 。
（
19）桑田芳蔵（一八八二～一九六七、心理学者）は、鳥取のひと 明治三十八年（一九〇五）東京帝国大学文科大学哲学科（心理学専修）の第一回生として卒業。同大 助手をへてドイツに留学し、Ｗ・ブントに師事。のち東 教授。昭和十八年（一九四三）退官後、 阪大 教授。社会心理学の開拓者のひとり。著書としては『ヴントの民族心理学』 （改造社、大正
13・３）がある。
（
20）松本潤一郎は、千葉のひと。かなり裕福な旧家（地主） 子に生まれた。明治三十九年（一九〇六）銚子中学校に入学するが、肋膜炎により、のち佐原中学校に転校。明治四十五年（＝大正元年、一九二一）一高に無試験入学。大正四年（一九一五）同校卒業後、東京帝国大学文科 学哲 科に入学し、社会 を専攻。同七年（一九一八）卒論に「貴族の研究」 かき、 学院 進学したが、翌八年退学。それより大阪毎日新聞社に入社し、外国通信部に勤務した。しごとは、英文和訳、海外事情調査、英米独の新聞解説などであった。 九 二〇 新聞 退社。大正十年（一九二一）四月外遊の途にあがり、翌十一 二月に帰国すると 日本大学講師となり、以降教壇生活に入った。同十三年（一九二四）法政 学教 、東京女子大学講師。
　　　
昭和四年（一九二九）東京帝国大学講師、同十三年（一九三八）東京高等師範学校 現・筑波大学）教授に就任。戦災 より蔵書一万冊を消失。以
後、諦観のひととなった。昭和二十二年（一九四七）六月 糖尿病のため 里 銚子で死去。この先生は、理論社会学を専門とした。社会 原論や集団・文化社会学原理などの本を二十余冊かいた外に 多くの論 があ 。
　　　
社会学をえらんだのは、 高を卒業するころ、興味は哲学や文学から、現実の社会問題に移っており、これが有力な一因となっている うだ。東大
























宿場ごとに親分の家で 一宿一飯 めんどうをみてもらった。や てかれは土木渡世人の世界で生きるようになり 頭 回転のよさとたくみな弁舌により、いい顔 なり、ヤクザ同士 談判において大いに活躍し 『花 竜』 出てくる女親分のことをよく覚えていた。
　　　
やがて兄貴分の同輩が、組同士のいさかいで殺されて ら ヤクザがきらいになり、わらじをはき長崎におもむいた。長崎ではちょっとした料理屋














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































きの感懐を披ろうした。かれの結論は、満州の発生（建国）および存在は、いわば大陸主義の第一歩たるべき であり、日本にとって必要なものである。いいかえると、満州は軍事的、経済的にも〝日本 生命線〟だというのであろう。そんな風に思って帰国したと う。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































33）平野常治（一九〇〇～ 二）は、兵庫のひと。神戸高商をへて 商科 に入学し、大正十三年（一九二四）同大学を卒業。翌年、法政大学の専任講師となり、昭和五年（一九三〇）教授。停年で法政を退職後、駒沢大学教授となる。専門は経済政策とマーケティング。多くの著作がある。
（




35）小野秀雄（一八八五～一九七七）は、滋賀のひと。三高をへて明治四十三年（一九一〇）東京帝国大学文科大学ドイツ文学科を卒業。新聞記者となり、 『万朝報』 『東京日々新聞』 どに勤務。大正十五年（一九二六） 京帝大文学部講師 非常勤）となり、新聞学を講じた。のち同大学新聞 所所長。昭和二十六年（一九五一）東大退官後 上智 文学部教授。日本における新聞学研究のパイオニア。
（



























二十三年（一九四八）戸田教授退官のあとをおそって教授となる。学部では「社会学概論」 「社会的分業論」 「社会学史」などについて講義し、大学院では「社会 基礎理論特講」 「人口社会学特講」などを講じた。 （ 『東京大学文 社会 科沿革七十五年史記要』 ［昭和
28・
12］を参照） 。業績として





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































への学部移転にさいして、学部の新しい教育改革と理念に共鳴する教員が十数名教養部（一教、二教）より移籍した。それが結果においてよかったのか悪かったのかわからないが、このことによって社会学部はさらに拡充された。筆者も便乗組 ひとりであったが およそ組織のなかでうまく生きることができないため、ず ぶん酒 さかなになったようである。








































































 東京府駿河台北甲賀町十九番地（現・日大病院があるあたり）に、 「東京法学社」 （法律塾と弁護士事務所をかねる）を設立。のちの法政大学の母体。



















 大学部政治科において、 「社会学」 （選択科目）をおしえる。担当者は不明。予科の教員・高山兼吉か。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大学令により、財団法人法政大学となる。










昭和二十八年（一九五三）十月 十 日 渋谷公会堂において、 「法政大学社会学部創立記念講演会」を開催。昭和二十九年（一九五四）…………………… 社会学部祭が、麻布校舎において開催（
11・１～３） 。
昭和三十一年（一九五六）…… 服部之聡（教授）が亡くなる。昭和三十五年（一 六〇）…… 社会学科設置 一学部 学科） 。昭和三十六年（一九六一）…… 社会学部設立
10周年記念講演会を開催。
昭和三十九年（一九六四）…… 大学院社会科 専攻科に、社 学専攻（修士課程）が設置される。昭和四十一年（一九六六）…… 博士課程を設置。昭和五十九年（一 八四）……


























































































































































































































よい服装だった） 、海軍の飛行兵がかぶる皮製の帽子を ぶり、あみあげくつをはき、フロシキに若干の 科書をつつみ、小学校にあがった。が、担任は女のおっかない教師であり、進駐軍の婦人兵の払い下げを改造した服を着ていた。
あるとき、宿題としてでんでんむし（かたつむり）をつかまえて、学校にもってくるようにいった。 どこでどうつかまえてよいかわからず、
















































であると考えているようだ。卒業論文は、じぶんが研究した問題をまとめ、教授に提出して審査してもらうものだが、個人的に研究 やり方を指導してもらわないと、ものを書いた経験 ない若者にとっては雲をつかむ うなもので、まったくお手あげである。が、中にはおどろくような秀作もある。
二十代の筆者は、まったく文章がかけず、書いてもゴツゴツしたものし 書けなかった。文章はあるていど訓練と才能のようだ。就職のとき企業の面接をうけた学生は、社会学部 いうのは何を学ぶところ 、とよく質問されるらしい。が、この 部 、他学部とくらべ、
どうも性格が明確でないようだ。人はこの社会 はなれて生きて けない 、社会において生起する問題、社会で生きるうえで必要な知識（政治・経済・法律・環境・福祉、マスコミ）をすべて学べるのが社会学部の特色であろう。ひと とで うと、 〝生きた現実に学ぶ〟所が社会学部ということである。












法政の教師はきら星のごとく、名の通った人物ばかりである。教員にもいろいろあって、じっさいはピンからキリまであるが、本学を出て母校の教師になった者のなかには、けっして他とくらべて遜色のない優秀な者もいる。こんにちわが国の大学教授の中には、じっさい世界的に通用する者はすくないといわねばならぬ。じぶんだけがすぐれ いると自負している者が多い。が、その知識にせよ、語学力 せよ、じつにうすっぺらなものであることに気づいてい いのである。
また教員といえども、俗気がつよく、名利にとらわれる。組織のなかで、古顔となると、しぜん牢名主のようにふるまう。いわゆる大学ゴロで
ある。かって国公立私学を問わず、どこの大学にも大ボス、中ボス、小ボスがいて組織を差配していた。が、ろくな手合 ではなく、だいたいが俗儒であった。酒と学内政治が大好きな連中であった。いまはどうか知らないが、むかしは旧日本陸軍の内務班的体質があり、班長（軍曹または伍長）が大きな顔をし、新兵をいびって た。筆者は度胸がすわっていたか 、相手を屁ともおもわず、どこの学校でも班長殿と大ゲンカし 首になりそうになった。
さて法政大学は、他の多くの大学を押しのけて、平成二十六年（二〇一四年） 「スーパーグローバル大学」として採択されたが、これも大学と




る。いまは時代のうごき 安閑としてはいられないのである。大学も 員も の変動 ともに変わる必要があり 大学 主役である学生 未来を展望し、社会ぜんたいにアンテナを張って る
法政大学ではじめて社会学を手ほどきした先達とその学統につながる人々 社会学部創設のメンバーなど、要するに草創期の教員のほとんどは





















法文学部は、大正から昭和初期にかけて、新進気鋭 教師をあつめ その陣容の充実は、都下でも異彩を放ったらしい たとえば、社会学関係の講師では、左記の人びとが教鞭 とった。
（160）057




























































































































































































































































































































































































































































































































より） 。［追記］さいごになったが、多年法政大学史の資料編纂委員でもあった文学部史学科の安岡昭男名誉教授（一九二七～二〇一六、日本近代史）の訃報に接したので一言申しそえたい。この先生は兵庫県神戸のひとである。史家・津田左右吉が教鞭をとった独逸学協会中学校にまなび、千葉大学工学科をへて戦後、法政大学の歴史地理科、史学科に入学し、卒業後は大学院に進み、修士・博士課程において日本史 を専攻した。指導教授は、明治維新史の大家・藤井甚太郎（一八八三～一九五八）であ た。法政大学文学部史学科は、ほかに日蘭交渉史の板沢武雄、日欧交渉史の岩生成一（学士院会員）など、一流の教授陣を擁 ていた。安岡先生は
多くの著編書 論文を残したが、日本文字にひじょうに精通していた。史料のよみ方、誤字脱字 有無にきびしかった。あるとき拙稿のゲラに目を通してもらったことがあり、その折まちがいを指摘され 。が、そのときの表情はふだんの温雅の顔とちがって、ひじょうにきびしいも であった。どちらかといえば地味な 者であっ が その学識たるや底 知れないも があった。法政生え抜きの優
サラブレッド
良種であった。ごめい福を祈りま
す。
